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教 室 関 係

学 部

§ 昭和 45年度の地理学科開講科目

･地理学概論

･地理学概論

･日本地誌 Ⅰ

･日本地誌Ⅰ

･日本地誌Ⅱ

･経済地理学 Ⅰ

･経済地理学Ⅱ

･植物地理学

･地理学特許Ⅰ

･地理学特許Ⅱ

･気候学 Ⅰ

･気候学Ⅱ

･陸水 ･海洋学

･外国地誌Ⅰ

･列国地誌Ⅲ

4前 松井 地域概念VTL即した地理学的知識のまとめ0

4後 . 浅井 現代の地理学の発生 を甲心vTLした地理学発達史.

5前 正井 日本の^文地理学的諸現象 と^文地理学的地域区分VTLついて｡

5後 式 日本の自然地理的性格およびその地域区分ならびにL各地域の地

方地誌的特性について｡

5前 松井 日本の農業地域｡

5 松井 日本及び世界の農業経済地理

5前 内藤 主賓業種別工業分布 と工業地域形成のメカニズム

5･4前 松井 自然地域の構成要素としての植生

5前 校井 那須野盆地の地誌

5後 竹内 ヨーロッパ者中心 とする文化地理学に関す る諸間簸

1 浅井 テキストと実習 ･巡検 vcよる,気候の理論 と気候誌

福拝

5･4後 浅井 海洋 ･湖沼 ･河川 ･地下水の理論と地誌等

2 浅井 ヨ-ロッパの自然 ･社会 ･歴史の系統的考察 と.地域区分

5･4 松井 ソ連地誌

･自然地理学実験 5前 浅井 ′｣､気候学 ･地下水学 ･湖沼学などに関する.観測 .実習 ･整理

･記載の方法等

･自然地理学実験 5後 浅海 土嬢の物理性 と化学性VC,蘭する室内実験 と,野列vTLおける土壊

と地形の観察

･地質学

･土嚢学

･地形学

2 浅海 岩石 ･鉱物 ･地質構造 ･地史に関する基礎的講義 と実習

5前 浅海 土壌の生成と分布についての土壌地理学的考察

2 式 地形輪廻 ･地形分析 ･侵食地形 ･堆積地形 ･構造地形 ･地形発
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達史UTL関する理論と実例についての説明

･地図学講義演習 2 式 地形図の作風 地形図を利用しての計測及び作図.地形図の判

読.地図投影等に関する講義及び実習

･写真地理学 5前 式 空甲写真と写真測量の基礎知識及び空中写真の地理学的判読の

方法及び実例の解説

･集落地理学

･地理調査法 Ⅰ

･地理調査法∬
(自然地理学)

･都市地理学

-歴史地理学

･交通地理学

2前 正井

5後 内藤

5前 岡崎

5後 正井

5･4前 月‖技

5後 有末

集落,特vc村落の形態 ･機能 ･景観 ･発達過程に関する考察

統計資料の整理,地図の作成 と論文講読

文献および図上計測等による自然地理学的事象把握の方法

都市の形態 ･機能 ･景観 ･発達過程に関する考察

=)歴史地理学の意義,(2)その具体的研究例

交通問題の地理的考察

･地理学演習Ⅱ 5 浅井 ･浅海 ･正井

自然地理学関係の内外の諸論文,調査報文等の辞読

･地理学演習Ⅲ 5 松井 ･式 ･内藤

地誌学的な論文等の辞読と棉介,文献による地誌のまとめと発

表等

･地理学演習Ⅳ 4 全員 主に卒業論文作成に関する指導と中間発表

§ 一般教育 ･教職課程

･地理学 1前 浅海 調査 ･研究例を甲心とした地理学の方法の楯介

･地理学 1後 正井 世界の諸地域における^文地理学的考察｡特に.経済発達 ･集

落景観 ･都市間題について

･地学 (地質･鋸物) 1･2後 式 重力 ･地案 ･火山 ･岩石 ･地層 .地史など地学的諸現象に関す

る概論的解説

･教科教育法咽 _ 5前 大和臼 地図の話｡地理教育を甲心VTL社会科教育のあ9万 と問題点

§ 地三哩学巡検

松井先生 10月

浅井先生 7月

浅海先生 10月

那須野

高亀山

富士山周辺
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式 先生 7月

46年 4月

正井先生 5月

内藤先生 4月

部
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§ 卒 業 論 文

本年度の卒業論文は 1月16日 (士), 提出されたo

O 題目は下記の通 Dである｡

石島 規子 浦和市と大宮市の地理学的比蕨研究

市原 憲子 千葉県茂原市の地理学的考察

斎藤和加子 宮城県多賀城町の都市地理学的考察

長浜 富子 前倫市 と高崎市の地理学的比顧研究

花田兵知子 房総半島南部館山付近の地理学的考察 - 沖積世の地盤隆起VC伴覆う地形 ･形成

を甲心として -

日比野洋子 茅ヶ崎市の近郊鹿業に関する地誌的研究

古屋 彰子 群馬県藤岡市域の地理学的考察 一 神流用 ･鮎川平野の地形を甲心 として 一

細井 京子 =業化vTLよる市原の変容 - 京葉臨海=業地帯造成 との関連において 一

丸山 陽子 札幌付近の泥炭地の開発と土地利用の変化に関す る考察

森 栄子 大磯丘陵の地理学的考察

森 純子 鏑川甲 ･下流域の地理学的考察

矢野 道子 発展過程からみた川崎市の都市地理的考察

安田みち子 平塚市の都市化

§ 大 学 院

45年 5月に,何芳子さん,/J､杯寧さん,校本園子さんが修士の称号を受けた｡本年度の入学生

紘.本学出身の安西久子さん,本沢み ど9さん,都立大出身の石渡千珠さんの5^である｡匪儲 科

目は下記の通 9｡

･微細地誌特論 松井 小地域の地誌

･地域持論 松井 地域に関する基本的諸間趨

･気候学特論 浅井 微気候から小気候VTL亘って気候要素と地面 ･水面との関連について
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･地形誌特論 浅海 地形面と土壊型との関連性について

･地誌特論 式 自然地理学的および地形誌的地域区分に関する内外の実例の紹介及び文

献の講読

･̂ 文地理学演習 正井 都市の文化景観に関する考察

･気候誌特論 福井 気候誌の諸問題vTLついて内外の論文の比較論評

･地形学特論 佐藤 自然堤境形成要素としての地形の役割について

･文化地理学特論 別枚 アジア諸地域を甲心とした文化地理学の諸間

･地誌学演習 山鹿 中央日本の地誌研究の実例等

･野外調査 浅海 ･式 .正井

修士論文題 目

坂 口 陽子 日本の潟湖性低地vTL関する地形学的研究

中間芙美子 奄美大島龍郷村の村落構造 - 既存宗教との関係を中心にして -

§ 渡辺教授の退官

45年5月51日をもって渡辺光教授が停年退官された｡先生は55年 8月にお茶大VC着任以来

約10年間,地理学科主任教授として,或いは文教育学部長としてその重責を果されてきた｡

去る45年8月よ9準備を進申てきた渡辺光教授退官記念会 (実行委員長松井勇教授)では.

550余名の賛同を得て記念事業菅行った｡記念出版物として ｢現代の地理学 - その課題と展望｣

(A5判400頁 ･古今書院印刷) を刊行し,先生自著 ｢RegionalDivisions of

Japan｣ (お茶の水女子大学^文科学紀要25巻 87-129頁 1970年 5月)別刷600

部の増刷 を行 った｡又45年 4月25日には.音羽天風会館VTLて記念賀宴 (出席者 180名)を

開催し,書斎道具一式.お茶の水地理第11号 (退官記念号) 580部その他の記念品を胆呈 した｡

§ 内藤講師の新任

退官された渡辺先生に代って4月1日よ9東北大学から内藤博夫先生が地誌講座の講師として着

任された｡先生は57年東京大学教養学部教養学科人文地理学分科智卒業, 59年東京大学院修士

課程を修了され,東北大学理学部地理学教室の助手を5年間勤め られたQ倒専門は工業地理学.特

に繊維工業である.本年度は経済地理学Ⅱ (工業地理学),地理調査法 I,地理学演習Ⅲを担当さ

れた｡
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§教官の学内役職

松井先生 地理学科主任,･図書館運営委員 ･図書選定委員

浅井先生 1年生補導委員 ･評議員 ･施設計画委員 ･臨海実験所運営委員 ･館山土地利用計画

委員

浅海先生 4年生補導委員 ･建築委員長 ･ラジオアイソトープ実験室準備委員 ･カリキュラム

委員

式 先生 5年隼補導委員 ･人文科学紀要編集委員長 ･臨海実験所運営委員 ･館山土地利用計

画委員 ･臨時学生会館運営委員

正井先生 2年生補導委員

甲原 敦子

杉本 良子

玉城 恵子

金子 晶子

瀬尾 由紀

二瓶 直子

林原 陽子

(本学脇42卒)

(本学昭50卒)

(本学昭45卒)

(本学蝿55卒)

(本学帽45卒)

(本学修士昭44卒)

(本学修士昭45卒)

人文地理学

′′

′′

〟

自然地理学及図書整理

自然地理学

地誌学及空甲写真整理

§ 学 会 関 係

45年 4月26-29日の4日間vTLわたって,1970年日本地理学会総会及春季大会が行われ

た｡研究発表接岸記念体育館で行われ,本学関係発表者は次の通 9であるC長瀬睦子氏 (1回生)

:八日市場附近の地形 (他2名と共同研究)"林原陽子氏 (14回生) :大鹿地塊西部曾我山傑層の

堆積の成因VCついて,二瓶直子氏 (15回生) :本邦VCおける日本住血吸虫病の医学地理学的研究｡

巡検は,市街地再開発と商業櫛 巨の変化 (都心及東京東部),東名高速自動車道周辺地域の変容,那

内地方 ･甲府盆地の土地利用 ･伝統産業. 相模川の河岸段丘,の4班vTL分れて行われた.

秋季大会は10月10日～15日の4日間,人文地理学会と合同で奈良女子大学で開催された｡

｢歴史時代vTLおける甲心集落J, ｢土地分類｣. ｢行政地域の再編成と道州制をめぐって｣の 5シ

ンポジウムを中心として行われ,このうち ｢土地分類｣において浅海先生の ｢台地地域の土地分類｣

81


